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は し が き
この論文 は,EberhartAugenreichとい うあ る富 農 の生涯 を描 いた伝記
であ る。 彼 はウオルムス近辺 の農民で農民戦争 に参加 し,か な りの役割 を果
すが,敗 北 とともに逃亡 し,そ の財産 は領主 ライニ ンゲ ン伯 に没収 され る。
その後 後 はウォル ムスや ス トラスブールそ して シュパ イアーに住 み,奪 われ
た財産 を取 戻すため,死 ぬ までの25年 間,法 廷斗争 に その身 を捧 げ尽 くす
ことにな る。 そ して死の床で勝利 の報せを聞 く。権利 のための斗争 を地 で行 っ
た男 とい うことがで きる。 この法廷斗 争の裁判記録が大部分残 ってお り,そ
れを詳細 に調 べあげてWilliAlterは,こ の伝記 を築 き上 げた。
ところで,Augenreichの ことが知 られ るよ うにな ったの は,ま だ全 く新
しい ことであ る。ErnstZinkと いうBadDUrkheim出 身者が,故 郷 の町 の
歴史 を書 くためAmorbachと い う町 のfUrstlichleiningischesArchivで
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資料を調べて いる うちに,こ の町の農民戦争 に関 する資料 の束 を見 つけ る。
そ して1961年1月4,5日"DieRheinpfalz"とい う地方 紙 に短 い記事 を書
いたのだが,そ れがAugenreichが 歴史 の底 か ら再 び陽 の 目を見 る・に至 っ
た最初 の契機 であ る。Zinkは この資料 の抜粋 を この著者Alterに 見せ るが,
ま もな く死 ぬ。Alterは もっと詳 しく調べ よ うと して い る う'ちに,Speyer
のDr.Anton'Dollに よ り,MunchenのBayerischesHauptstaatsarchiv
にAugenreichが や ったReichskammergerichtで の法廷斗争 に関 する資料
が残 って いる ことを知 り,そ れを見 に行 くと,驚 くほ どの詳細極 まりな いも
のである ことを発 見す る。 さらにStuttgartに も資料 があ ることがわか る。
それ以外 に もBensheim,Speyer,StraBburgにもい くつか 資料 が あ る こと
が判 る。 これ らモザイ クの様 な資料 か らAlterがAugenreichの 伝記 を書 き
上 げてい ったのが,こ の論文 であ る。 この論文 は決 して読 み易 いもので はな
い。 とい うのは,こ れ ら資料 の大部分 は,殆 ど法廷斗争 で用い られ た味方 と
敵方 との証言 であ り,互 いに矛盾 し合 ってい るが,そ こか ら一つ一つの事実
を考証 し確認 す る作業 を行 ってい るか らであ る。 またAlterは 率直 に言 って
文章 は上手 で はな い し,何 よりも繰 り返 しが多す ぎるC161'ペ ージ とい う長
大論文 で はあ るが,100ペ ージで フ・アクッを一 つ も落 とさず に書 けそ うな気
がす る。読 んでいて退 屈 にな ることもあ る。 こういつた難点を除 けば,こ の
論文 は見事 な ものであ る。民衆史 についての研究 は,,最 近 ひ じょうに盛 んに
な った ことは,皆 さん よ く御存知 だが,農 民 戦争参加者の伝記 をか くも詳細
に描 きあげた もの は他 にないので はないか と思 う。 さ らに,例 えばギ ンスブ
ル グの 『チーズと うじ虫』 やN.デ ー ヴィスの'『マル タン ・ゲ ール の帰還 』
もひ じょうに面 白いけれども,そ れ は時代の流れや大 きな歴史事件 と直接 に
は関わ り合 いの ない,い わば全 く例外的 ケース乃至 は珍奇 なケースであ るの
に対 して,農 民戦争参加 者 のrつ の運 命 を このAugenreichは 体 現 して い




ているという点でも大 いに有益である。 さらに興味深いのは,こ の男の意地
に心を打たれて,一 心同体になって法廷斗争を した弁護士がいたという点で
ある。膨大で錯雑 した法廷証拠資料をよく丹念に読み抜 きこの伝記にまとめ
上げた著者の努力には拍手を送りたい。 これは研究会の報告 だったが,敢 え
て活字にして未だ無視 されているこの論文ωを,こ こに紹介することにした。
(1)東 京の宗教改革史研究会で,こ れを報告した後,ド イツ農民戦争研究の大家
PeterBlickleが 莇 目したとき,こ の論文をどう思うと私が質問 したら,文 章
が下手で繰 り返 しが多いと私のマイナス面の評価と同じことだけをいった。だ




1474年 彼 はHeidelbergの 近 くの小 さな村Bensheimに 生 まれ る。 家 は
SchultheiBを や った こと もあ る富農 でぶど う園 を持 っていた。1500年 ごろ
彼 はWormsに 移住 しKarcher(Fuhrmann)にな る。 しか し貧 しい馬車 屋
ではない。450Gの 遺産を もらって いたので立派 に商売 をや っていた らしい。
1513年 彼 はWormsを 去 る。 この年,Zunft斗 争 が起 る。 蜂 起参 加 者 につ
いて詳細 な リス トが残 ってい るが,彼 の名 はの って いない。 だか ら蜂起が理
由で市 を去 らなければな らな くな ったわけではない らしい。 彼 自身 は自分 が
去 った後,Zunft斗 争が起 きたとい っている。 ともか く,RatとZunftの 同
意 で市 を去 った彼 は,Kaiserslauternの 北 のBurgWartenbergに行 き,
HerrenやJUnkerた ち に仕え,財 産 と建物の管理 人 にな った。 そ こでか な
り金 を貯 えた らしい。1518年 そ こを去 り,Leiningen伯Emich皿領 の小 さ
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な 町(Flecken)DUrkheimにや って きて,60Gで 購 入 し た 旅 籠 屋
HerbergezumSchwertの主人 になる。 この町 は人 口700-800。 彼 は600G
以上 の現金 で,28モ ルゲ ンのAckerと12モ ル ゲ ンのWeinbergを 購入 。
その ほか若干 の貸借地 を もつ。1525年 没収 され た彼 の財 産総 計 は3500Gに
のぼ った。彼 はDnrkheimの 人々か ら愛 された。 社交 的 で気前 がよ く,計
算能力 に長 じていた。家 ではブ ドウ酒 を造 り,そ の旅籠屋 は栄 えた。 これ ら
の ことは証人訊問 で も立証 され てお り,要 す るに,人 々に頼 りにされ る人物
であ り,SchultheiBもBUrgermeisterも彼 を信頼 して いた し,Emich皿
も彼 を使 え る人物 と して重宝が ってい た。1518年,Sickingen戦 争 で は,
Emichは 彼をWachtmeisterと して用 いて いる。前 途 は洋々 たる ものがあっ
た と思 わ れ た。 な お,こ のLeiningen伯 領 ぽ ラ イ ン川 左 岸Wormsと
Kaiserslauternの 間 の小 さな領地で あ り,伯 はKurfUrstvonPfalzの陪臣
的地位 にあ った。
2.農 民戦 争
だが暗雲 は迫 って きていた。DUrkheimの 一 農民 の父 は,近 々農 民 の大
蜂起 が起 きよ う,凶 作が続 いて いるか らだ,だ が おまえはそれに参加 しては
な らぬ,結 局破れて厳 しい罰を加え られ ることになろ うと,悪 子 を諌 めてい
た(証 人訊 問調書)。 兆候 はど こで も見 られたのであろ う。 ライニ ンゲ ン伯
領 で もEmichD(に なってか ら税金 は加重 され た し,Pfalz選 帝侯 が所 有 し
て いたこの町 の農奴 をEmichD(は 購入 したが,そ の支払 いのたあ彼 は その
農奴 たちか ら8500Gを 徴収 した。一人 あた り60～70Gで あ る。 しか も,彼
らは あ くまで農奴 の身分 のままで あ った。 だか ら彼 らの不満 は極度 に昂 って
いた。 さ らにWormsで は説教者JacobKautzが1524年か ら福音主義 を説
きだ していた。彼 の出身地Bockenheimの 農民 は大 挙 して この説 教 を聞 き
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に行 った。 それ に対 してEmichD(は300Gの 罰金を課 した。な おKautzは
農 民戦 争後,再 洗礼 派 となり,ス トラスブールのグループの指導者 となる。
やがて南独各地で農民が蜂起す ると,次 第 にその波 は北 に及ん で くるが,
農民戦 争の北への波及の北限 に近 い この地方 で,蜂 起が始 まるのはかな り遅
い。4月29日 ここで最初 に立 ち上 が ったのはKautzの 説 教 を聞 きに行 って
いたBockenheimの 農民で あるaそ の蜂起 はたち まち近隣 農村 に拡 が り,,
農民軍 は修道院 やその他 のStiftを 襲 い,た らふ く飲み食 い しなが ら,村 々
へ行進 して いった。DUrkheimの 農民 たちが,こ のBockenheimの 農 民軍
の目的 を充分 に理解 したか どうか は不明で あるが,1544年 の証 人訊 問で は,
"AlleindiePfaffenundmunchzustraffen"する ことで あ って,世 俗 の
Obrigkeitを 打倒 する ことではなか った と語 ってい る。実 際,ラ イ ニ ンゲ ン
伯 は農民軍 によ って何 ら損 害 を蒙 ってい ない。 またPfaffenと い う場 合,
Stiftsherrenで あ ってOrtgeistlichenで はなか った。Munchと い う場 合,
修道士 と修道 院 自体 さ らにKlosterh6feで ある。 その中 にはワイ ンや穀物が
い っぱ い蓄 え られて いた。Straffenと い うの は,刑 罰 的意 味 で はな く財 産
を奪 うとい うことであ る。 あ る証 人 はあ る男 が こ うい?た と述 べて い る。
「これはPfaffenに 対 する戦争 なの であ って,彼 らはLimburg修 道 院 の倉
か ら各 自1マ ル ター(数 百 リッ トル)の 穀物を とることを欲 して いた。妻 た
ちに喰わせてや らな ければな らないので。」勿 論,指 導者 たち はPfaffenの
地代 の廃棄 を演 説 して いる し,宗 教改革 の要求 も語 って いる。彼 らの箇条書
は12ヶ 条要求 であ った らしい。彼 らは村 々に行 進 してゆ くと,村 人 たち を
集 めて,箇 条書 を読 上げて いる。 だが それが村人 たちにどれだけ理解 された
か はわか らな い。Augenreichも 農民軍 に参加 した後,あ る知 り合 いの下級
貴族 と出会 った とき,「 一体俺 はどうな るんだ。 農民軍 は貴族 も ブチ殺 せ と
いって いるそうではないか」 と訊 かれて,「 心配 しなさん な,人 々 はお まえ
さんをgemeinerMannと 見な して いるよ」 と答えて いる。
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農民軍がDUrkheimに 迫 って くると,こ の町 も態 度 を決 めな けれ ばな ら
な くな って くる。SchultheiBのHanBはRatに忠 実な伯の領民 と して ど う
振 る舞 うべ きかを伯 に相談 に行 った。Amtleuteを 送 って指示す るか ら静 か
に して(集 ま らない で)待 て とい うの で引 き上 げ て きたが,や が て来 た
Amtleuteの 指示 は曖昧であ った。 第一に臣民 と して忠誠 の誓 いを守 ること。
第二 に,蜂 起 に参加 しないで じっと して いること。 第三 に,農 民軍がや って
きた場 合,敬 度で正 しい人々がや るよ うに振 る舞え,と い うことで あった。
村人 たちは,こ の第三の指示 を抵 抗 しな いで いうな りになれ という風に理解
した。伯 は後に法廷で,抵 抗 せよ とい う意 味だ った といい張 って いる。 彼 自
身 は居 城のHardenburg城 を捨 てて,い ち早 くHeidelberg城 に逃げ こん で
しま った。
5月6日DUrkheimに12中隊の農民軍がや ってきて,町 の前 の牧 場 に宿
営 した。DUrkheimの 指導者 は農民軍 の ところに交 渉に行 き2時 間の猶予 を
乞 うた。Hardenberg城 に行 って伯 と相談 す るためであ る。 だが伯 は も うい
なか った。 翌 日,農 民軍 は町 の 中に入 って きた。 鐘 が鳴 らされ全 町民 は
Marktに 集 ま って来 た。隊長 はBrief(た ぶん12ケ 条要 求)を 読 み上 げ,
そ の蜂起 の意 図 を知 らせ,農 民 軍 を町民 の家 に宿 泊 させ るよ う頼 ん だ。
HerbergezumSchwertは本営 とな った。 さらに隊長 は二 つの要 求 を提 出
した。第一 は,全 町民 が農民軍 の大義 を支持 し,そ れを誓 うこと。 これに対
し若干 の人 々 は拒んだが,SchultheiBに 説得 されて誓 った。 第二 は50人 の
中隊 をつ くり農民軍 に合流 させ る ことである。 それは交渉 の結 果30人 にね
ぎ られ た。 この第二 の要求 をっ きつけ られて,町 民 は恐慌 を来 した。 まず自
由意志 で参加 す るものをRatは 求めた。 ご く僅 か な もの しか名乗 りを あげ
て いない。 それでSchultheiBが 自己の決断 で選 ぶ ことにな った。 彼 は この
時,伯 か らUntervogt(Faut)の 地位 を も与 え られて い た。 だか ら,伯 に
代わ るその命令権者 とい う意味 を もっている。彼 はゲマイ ンデの名 とunser
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gnadigeHerrの 名にお いて,30人 を選 ん だ。 あ る証 人 の証 言 に よれば,
「選 ば れた30人 が参 加 を欲 して い た か ど うか わ か らな い。 と い うの は
unserengnadigenHerrnと農 民軍 のたあ に 出陣 し,農 民軍 の数 を増す よ
う村長 のHanBがFautの 資格 で頼 んだか らであ る。」 また他 の証 人 もこ う
い つている。「人々 は選ばれた者を強制 し,AmtmannのSchultheiBHanB
が主君 のため に行 くよう頼んだ(p.186)。 」 その リス トは次 の如 くである。 いっ
た いどういう基準か ら選ん だのか全 くわか らない。
まず年齢で あるが,20歳 代一6人,30歳 代一14人,40歳 代一5人,50歳
代一1.人,60歳 代一1人,ま るで太平洋戦争末期 の補充兵徴集 のよ うな もの
であ る。




名,他 所 で生 まれてその後 ここの住民 にな った者14人,不 明4人 。:
出生地 に は片 寄 りがあ るよ うに思われ るが,全 体 と してみ れば,こ の町 の
全体 を階層 や年 令に拘 らず,小 さく模 写 して いるように思わ れる。農民軍 に
加 わ りた くない もの は,自 分 の金で身 代 わ りを立 て る ことを許 され た。61
歳 のSpitalmeisterPaulKrebsは,寡夫 で20Gし か財 産 が なか ったが,
100Gの 財産 を もって い る彼 のKnecht35歳 を 身 代 わ り に出 した。 農 民
NicolausKobeは300Gの中 農 だ が,月3Gで 自分 のKnechtを 出 す 。
RatsherrのHansKickは100G,Knechtを出す。WendelLiesch(もとこ
の旅館 所有者)は,20歳 の息子 を身代 わ りに出す。 別 のPaulKrebsは,
若 く結婚 したてであ っ,たが選 ばれて しまった。、免 除 して くれ とSchultheiB
に頼ん だが駄 目。農民軍 の ところ まで行 って さらに嘆願 したが,「 明 日皆 出
発す るんだ」 と剣 もほろうに拒 まれた。 この30人 の中 にAugenreichも い
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た。51歳 の分別盛 りで,い ちばんの金持,し か も軍 隊経験 もあ る頼 れ る男
とい うのでSchultheiBに よりHauptmannに させ られて しま った。 彼 もま
たHanBに,GnadigenHerrnのために 中隊長 にな って くれ と頼 まれ たの
で ある。 だか ら,SchultheiBで ある と同 時 にFautで あ った この男 の命令
を,選 ばれ た連中 は,た だたん に共同体的規制の たあに選ばれ たとい うだけ
でな く,伯 の命令 で選 ばれた ものと理解 したに違 いない。Augenreichの 裁
判 で も,彼 は伯 に抵抗す るためで はな く,伯 の命令で やったの だと自己弁護
して いる。領邦権力 の末端機構 を変革す ることな く,そ れを そのまま農民軍
の基 礎 と した こ と に,こ の よ うな 思 想 的 混 乱 が 生 じた と い え よ う。
Hauptmannを 引 き受 け させ られたAugenreichは,農 民軍 の ところに行 き,
適任 ではな いのでや めさせて くれ と指導者 たちに頼んだが,こ れ また一蹴 さ
れて しまった。
以上のDUrkheimの 例に見 られるよ うに,蜂 起 した農民軍:は 武装 能力 あ
る村人 をすべて根 こそぎ動員 したわ けで はな く,各 村の人 口比 に応 じて,兵
員 を 分 担 徴 募 した の で あ る。 例 え ば,近 隣 のHerrensheimは14人,
Herxheimは6人 を提供 している。 そ して,そ れぞれが一つ の派遣 隊をつ く
り,Hauptmannと いう指導者 を内部 か ら選出 させた。 これ ら提供 され て農
民軍 に参加 した者 たちの武装,給 与,給 金 は,そ れぞれの村 が負担 した。た
いて いの場合,SchultheiBが 彼 らを選ん だ よ うで あ る(Herxheimも そ う
であ る)。
これ ら農民軍 の群の最高指揮 官は,農 民 出身者 は一人 もいな い。指導者の
中心 に立 つ もの は～揆軍団 の団長 と称 す るEgmundReisseissenであ る。
彼 は ウォル ムスの名望家(ausderEhrbarkeit)出身 らしい。農民戦争 中,
Worms市 内で は市民騒擾が発 生 し,聖 職者や修道院や教区教 会 に対 す る大
衆 的な攻撃 が行われたが,彼 は この都市騒 擾 と農民蜂起を架橋す る役割 を演
じて いる。 また5月10日 のプ ファル ッ選帝侯 との話合 いの立 役者 で あ る。
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しか し,こ の時か ら彼 は農民戦争 を遂行 す る気が失せ,遅 滞侯 に盛ん に連絡
を とってい る。 戦後 は彼 はスイスに逃れ,つ いでStraBburgに 行 き,1543
年 には小市参事会KleinerRatのProkuratorにまでな ってい る。
もう一 人 の重 要 な指 導者 はJocobと い う男 でWorms近 郊Kurpfalzの
Schirmvogtei下 にあるStiftNeuhaus鋤 のSchultheiBで あ る。 彼 は最 初
に蜂起 したBrockenheimの 農民軍 の指導者 であ り,終 始 この地方 の農 民軍
を指 導 した。Augenreichは 彼 といっ しょに活動す る ことにな る。
さ らに指導者 として挙 げて もよいのは,StiftNeuhausenに あるCyriakus・
stiftのKanonikerPhilippSchenkelである。 このCyriakusstiftの 聖 職者
は挙 げて農民軍 に加 わ った。彼 は農 民軍 と兄 弟の契 りを結 び,そ の指導者 と
な った。 彼 はDUrkheimで も村の司祭 に農民軍 に加 わ るよ う説得 してい る。
彼 は4月23,24日 のPfeddersheimの 敗戦 で処刑 された。SixtusMeyerも
このStiftのKanonikerで 指導者にな って いる。
さて,再 びAugenreichに 戻 ろ う。 しぶ しぶHauptmannを 引 き受 け さ
せ られた もの の,一 旦引受 けると彼 は本能的 な指揮官気質 のたあか,バ リバ
リや りだ した。 甲冑を着 け馬 に乗 りさっそ うと指 揮 した ので あ る。30人 の
DUrkheimer中 隊 も彼 に心服 していた ら しい。 ことに彼の家 は旅籠 屋で あ っ
たので,本 営 にな り,多 くのHauptleuteた ちが宿営 し,会 議 し情 報 を交換
し命令を発 した。Augenreichも たちまちこのHauptleuteた ち の中核 的 メ
ンバ ーになって しまった。 やが て ま もな く,DUrkheimに 結集 した農 民軍
は近 くのWachenheimに 移動 した。 そ して時々近所の修道院 に掠奪 に行 っ
た。KlosterLimburgやFrauenklosterSeebachであ る。 そ こ 奪 った穀
物 を,こ の参加者 の一人HansMUllerの 水車小屋 に もって い き粉 に ひいて
いる。 ライニ ンゲ ン伯 はこのFrauenklosterのKastenvogtであ ったので,
後 に自己の財産 に損害 を与 え られた と言 い張 った。 しか しAugenreichら
は伯の財産 に損害 を与え る意図 は もって いなか った。真偽 は不 明であ るが,
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農民軍が伯 の居城Hardenburg城 を攻撃 しよ うと考 え た時,自 分 は それ を
や めさせた と法廷 で 自己弁護 してい る。
ところで,軍 団長Reisseissenは,選 帝侯 と取 引を始 めた。選帝侯 は各 地
に飛地 の所領 を もって いたが,ネ ッカー川 沿岸 の東 部や南部のバ ーゲ ン地方
の農民軍 の方 が はるか に優勢 なので,Worms周 辺の この弱 い農 民軍 に まで
手 を出す暇が なか った。 それ で,Reisserssenの 提案 を これ幸 と,5月10日
自 ら手兵 を連れて談合地Forstに 赴 き,農 民軍 が取 囲む中で,そ の指導者 と
話 し合 いをや りだ した。 そこで到達 した協定 内容 は,農 民 の諸要求 は6月8
日に開催 す る領邦議会で審議 す る。 農民軍 は解体 して家 に帰 る こと,蜂 起 に
参加 した者 を罰 しないこと,の 三項 目で あった。 ライニ ンゲ ン伯 も,選 帝侯
に続 いて,straffreiの 回状 を領地 に送 ってい る。農民軍 は300Gを 選帝 侯 に
献上 す ると申 し出て彼 を喜ば して い・る。 このおか げ で,侯 はstraffreiを 宣
言 す る気 にな ったのであ る。
ところで,選 帝侯 と 和平協 定を結 ぶに際 して,他 の地 方 で はど うな って
いるのか,そ の情報 を得 る必要 があ ると指導部 は考 えた と思 われ る。 それで
指導者会議 で,ElsaBに 使者 を派遣 し情報を得 ることが決 ま り,JacobvQn
NeuhausenとAugenreichがそれ に選 ばれ た。 彼 は馬一 頭 と12Gを 褒 美
に くれ るな ら行 くといって引 き受 けて いる。 当時ElsaB軍 はStraBburgの
南西Molsheimに 数千 の軍を結集 してい た。Wachenheimか らMolsheim
までは120kmで 馬で2日 の行 程であ る。 おそ らく,5月9日 か10日 にこの
二人 の使者 は馬ででか けて い き,5月11日 か12日 に はそ こに到着 して い
る。 そ して11,12～14日 まで滞在 した。 ち ょうど この5月11日 は,農 民
軍 各軍 団代表者 がMolsheimに 集 って農 民全体会議 を開 き,11ケ 条 を採 択
しよ うと して いた ところであ った。 よ く組織 された この巨大 な農 民 軍 を 見
て,Augenreichは 仰天 した こ とと思 わ れ る。15～16日Wachenheimと
DUrkheimに 帰 って きた彼の第一声 は,「 全 ドイツ帝国 をあげて もあの農 民
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軍 を打 ち破 りえないそ」 とい う言葉 であ った。 また これ ら農民軍 指導者 と同
席 して喋 り合 ったあの心持 ちよい興 奮を彼 は次のよ うに語 ったと伝え られて
い る。「信頼で きる頑丈 な連 中が委員会 にいるのを私 は見 た。 これ は素晴 ら
しい(ehrlichsding)こ とであ った。」 二 人 の使者 はす ぐElsaB軍 と同盟
を結 び,意 気揚 々 と帰 って きた。
ところが,す でにその時 には,Forstで 選 帝侯 と協 定が結ばれ,農 民軍 の
か な りの部分 は解体 していた。DUrkheim中 隊 もWachenheimか ら町に帰 っ
て きて解体 して しまって いた。 また解体 を頑 ん じな い連 中 はWachenheim
か らNeuhausenに 移動 して いた。 意気旺ん なElsaB軍 と攻守 同盟 を結 んで
帰 って きた ら,味 方 は解 体 しかけて いる。 彼 はこの協定締結 に怒 りだ した。
あ る男がAugenreichに 「君,い った いど うな って いるん だ」 と き くと彼
は こう答 えた。 「私 をMolsheimに 派遣 しなが ら,そ の間 お前 らは協 定 を結
んで しま った じゃないか。 この協 定か らお前 らはな にを得た とい うん だ。お
か げで俺 は選帝侯や伯爵 やherrnやedlenか ら大 そ う可愛 が られ るこ とに
な るよ(反 語!)」
旅籠 屋 に帰 りつ くと,彼 は内 外 の 人 々 と秘 か に 話 し合 い,5月17日
SchultheiBHanBが 鐘 をつ いて村 人 を伯 の所有 す るErtzbergerHofの 庭
に集 め,JacobvonNeuhausenも同席 して,Augenreichは 村 人 に対 して
激 烈な アジ演説 を始 め た。
「諸君!安 心 せい,今 日互 いに誓約 を交 わ した13の 軍団が結集 している
ぞ(こ れはElsaBの13軍 団3万 人がZabernで1万1千 の ロ ー トリンデ ン
公軍 と決戦 を行 うことを指 して いる)。 私Augenreichは 三 日間で1000人 を
結集す ることが できる。JacobvonNeuhausenと私Augenreichは,こ の
軍団 の下 のhauptleutで あるぞ。」(こ れ は証 人 た ちが記憶 に基づ い て語 っ
た言葉,様 々な形で この証言 は伝 え られているが,千 人 の代 わ りに10万 人
とい うの もある)。 また他の証言 で は,ElsaB軍 は3万 と もいったとか,die
(297)297
政経論叢 第67巻 第1・2号
sachenstenwol(事 はうまくい くそ=勝 つぞ)と か いったといわれ ている。
と も角,彼 は蜂起 を続行 する ことを心 をこめて訴 え,30人 の分遣隊をつ くっ
てElsaB軍 救援 に赴 くこと,ま た四頭立 て の箱 車 をつ くって農 民軍 に役 立
てる ことを要求 した。 傍 らにいたSchultheiBはFautの 資 格 で再 び皆 に向
か って呼 びかけた。Spitalに 住んでいたHansSchneiderが 最 先 に名乗 りを
あげた。給金 が欲 しか ったためであろ・う。彼 はついで,他 の26人 に参 加 す
るよ う要 求 した。 その一人BlasiusGanserは,自 分 は捕吏 なので町に止 まっ
て いた方 がよい とい って断った。Augenreichは 彼 に対 し,「 喜 ん でや る気
が ないな ら,他 の事で手伝え」 とい った。5月6日 に指名 したの と同 じ事態
になった。AugenreichはElsaB軍 救援 に行 くべ きもの と して数名 を選ん だ
と,そ の選ばれ た者 の一人 は語 って いる。四頭立 ての箱車 を作 るに当た って
も町の人 は渋 った。HansMUIIerは 一頭 を提供 した。 さ らにAugenreich
はElsaBへ 行 った旅費 と して褒美 の12G以 外 に幾 ば くか を要 求 し,会 計掛
と大 喧嘩 して しま った。 彼 の演説 の最 後 の言葉 は,「Liebenachpauern,
seitgetrost!今 日この日,千 の百倍 の人 々が結集 して い る。 彼 らはわ れ
われ とともにある。」 しか し,町 の人 の多 くは,も うElsaB軍 救 援 どこ ろか
中隊 を再 編成 す る気 にもならなか った。協定 締結 以来,革 命的雰囲気 はす っ
か り失 われて しま'つた のであ る。
これ に決 定 打 を与 え る情 報 が 翌 日飛 び こん で き た。 旅 籠 屋 にHans
Kremerが や って きて,「 きけ,Eberhart!ニ ュースがあるぞ。ElsaB軍 が
負 けたとよ。」Augenreich『 は仰天 した。「Gottnein,彼 らが負 けた って?
俺が彼 らのHaufenの と ころが ら帰 って きて やっと三 日目だとい うのに。」.
Molsheimに 結集 して いたElsaB軍 団 はAugenreichがDUrkheimに帰
る日にZabernに 行進 し,ロ ー トリンデ ン公軍 と対決 したが,指 揮 の乱 れか
ら一部隊 が破 られ ると本体は簡単 に降伏 し,し か も大 虐殺 されて しまったの
で あ る。 この知 らせでAugenreichは す っか り意 気 消沈 して しま った。
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ElsaB軍 救援組織 ど ころではな くな ったのであ る。 もっとも次の ような証言
もあ る。DUrkheim中 隊 の一部 は,協 定後 もWachenheimに 留 ま っていた。
そ して5月17日Zabernの 敗北 を聞 いた後,Darkheimに 戻 ろ うと して い
た。 そこにAugenreichが 馬 でや って きて,中 隊長 を降 ろ して くれ と頼 ん
だ。 す ると彼 らは 「hauptmanに 任命 した ものが解 任 す る ことがで きる」
といいはねつ けた。彼 らはAugenreichに 対 して怒 り,「 彼 に従 う者 が あれ
ば,み んな ブチ殺 してや る」 とい っだ と い うの であ る(S.208)。 彼 らは な
お戦闘意欲 を もうていたので あろうか。 あ るいはアジりなが ら形 勢が悪、くな
る と中隊長 を降 ろ して くれ という彼の無節操,日 和 見主 義に腹を立てて いた
のであろ うか。.
ともあれ,Darkheimの 町 の中 では革命 的興奮 はす っか りさめ て いた し,
Augenreichも もはや威勢 のよい ことはいわな くな・つた。 しか し,全 く戦 線
か ら離脱 したわけではない。逆 に静 かにで はあ るがオル グに没頭 して いた。
証人訊問か ら断片的 に引 き出せ るものは以下 の ごとくであ る。
司祭JohannKrepsに よれば,Augenreichに 旅籠屋 に来て くれ と頼 まれ
て出かけ・る と,ElsaB軍 救援 に武装 して出か けるよう近隣の村々 に激 を書 き
たいので,そ れを書 いて くれ というのであ る(Augenreichは 字が書 けなか っ
たので あろうか?)。 司祭 は自分 はそんな ものを書 くの にふ さわ し くは ない
し,そ もそ もここにはペ ンもイ ンク も紙 もない じゃないか,と い うと,で は
それを外へ行 って もって くるとい って 出か けた。 その間 に司祭 は家 に帰 って
しまった というのであ る。他 の証人 たち も,こ のよ うな手紙が村 々に送 られ
た ことを認 めて いる。
また以前 のよ うに,農 民軍 指導者 たちは この旅籠屋 に しょっ中や ってきて
泊 ま って い った。 相変 わ らず 連絡 の 中心地 をな して いた のであ る。 ま た
Augenreich自 身が指導者 をもって自任 していたことも次の手紙 でわか る。 そ




である。 これはHanBが 死んだ後1544年 その義兄弟 たちが,彼 の手 紙 の束 の
中か ら見つけ法廷 にもちだした ものであるが,そ れ によると,Augenreichは
彼 らの と ころ に や って きて,あ るHauptmannがAugenreichはも う
DUrkheim隊 に対 す る指揮権 を もって いな いと い った ことに対 して抗 議 し
たが,彼 は従 来通 り指揮官で あ り,DUrkheim隊 は彼 に悪意 を もっ た り傷
つ けた りしないよ うに,と い う趣 旨が記 されてい る。
さ らに農民軍:は最後 の決戦 を行 うためWormsの 近 くのPfeddersheimに
結集 するが,い くつかの城 や修道院 を攻撃 してい る。Augenreichは 彼 らに
食糧 を送 り,手 紙 の連絡をや ってい る。Pfeddersheimの 決戦が近 づ くと,
彼 はDUrkheimの 人 々にPfeddersheimの 農民 軍 に食 糧 を送 るよ う説 いて
廻 った し,農 民軍 を この村で も再組織 してPfeddersheimに 行 くよ う努めた。
今回 はAugenreichの 代わ りにHansSchneiderがHauptmannにな った。
兵 を募 るためAugenreichはSchultheiBHanBと緊密 に協 力 した。 「片方
がやれば,他 方 が賛成す る」 といわれ るほど一体 化 して いた。 一方,町 民た
ちの間に は不穏状態が あった といわれ る。 とい うのは,「Augenreichが あ
る者 たちに軍団 に参加 す るよ う強制 した」 か らである。SchultheiBと 指 揮
官た ちがDUrkheimの 人 々に次 のよ うに呼 びかけた といわれてい る。 「この
町の若 い衆 よ,武 装せ よ,神 の ため に出陣 しようと しない ものは,神 に見放
され るにちが いない。」
実 際 に出 かけ た者 もいた。HauptmannのSchneiderはPfrUndnerim
Spital(養 老院 の受禄僧)だ った。 その他5名 の名前 がわか ってい る。 多 く
の者 は,参 加 を強制 され ないよ う町か ら逃 げだ し,Ordenburgの 城 に行 っ
た者 もいる。旅籠 屋にい た農民軍指導部 も,こ れ ら参加 者 とPfeddersheim
に出 かけてい った。 だが,ど うした ことかAugenreichは 行かなか った。.
6月23,24日 のPfeddersheimの 戦 いで,Pfalz領 だけでな く,全 ドイ ツ
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農民戦争 はチ ロルを除 いて終 わ った。 この戦 いで も農民軍 は完敗 して しまっ
た。 この 日,Augenreichは な に を して い た の か 。23日 彼 は村 人 の
NicolausKobeと と もに,一 台 の馬 車 に ワイ ンを積 ん でSpeyerに 行 き売
り捌 いた。 そ この旅籠 屋 に坐 うて いた と き,Stadtknechtが や って き て
「君 らはDUrkheimerか?選 帝 侯が今 日農民 を攻撃す るの を知 って いるかい」
Augenreichは こ う答 え た。 「そ れ でDUrkheimに 帰 らな い の だ よ」。
Pfeddersheimの 戦 いでDUrkheimのHauptmannSchneiderは斬首 され
た し,BalthasarBeck(Augenreichの・親友)とHansWeberは 捕 らえ ら
れ殺 され た。VeltinWegenerは 捕 らえ られ斬首 され るところを,う ま く逃
げの びた。
Speyerか らAugenreichは 一旦D廿rkheimに 戻 って くる。 しか し数 時 間
しか いないで,こ の町 を永遠 に去 って しまった。彼 はこの数 時間の うちに家
にある ものをと りまとめ,重 要 な物 は他人 の家 に妻 に もたせてあずけ に行か
せ,さ らにKaiserslauternに も馬車 でおそ らくKnechtに 運 ば せた が,こ
れは着 く前 に,騎 士 によ って奪 われて しまった。 自分 は近所の森 に数 日間姿
を隠 した。 同 じよ うに農民軍 に参加 した連中の ある者 たちも森に姿をか くし,
そ こでAugenreichに ばった り出会 った り して い る。 この森 にい る間,ひ
そか に妻 に連絡 をとって財産 を処分 させてい るが,そ れか ら彼はWormsに
逃 れて しまった。旅籠 屋の鍵 は捕吏 のGanserが や って来 て奪 い,Augen-
reichの 妻 を家 か ら追 い出 して しま った。 彼 は法 廷 で も,最 悪 の証 言 を
Augenreichに 対 してや って いる。 とい うのは,伯 にと りい って旅籠 屋 を後
に自分 の ものに したか らで あ る。 間 もな く町 の人 はAugenreichの 旅 籠屋
を掠奪 し彼 の妻 に口も聞か な くな った し,な に一 つ売 って もくれな くなった。
彼女 も姿を くらます ことになる(一 週 間 しかいなか った)。
とか くす る うちに,ラ イニ ンゲ ン伯 の復讐 が始 ま った。 農民軍 になんの損
害 もうけなか ったのに,血 なま ぐさい処刑 を始 めた。 自分の各領 地で復讐を
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行 った後,・8月15日 このDnrkheimに もや って きて,マ ル ク トで 四人 を引
き出 し斬首 させ た。DUrkheim中 隊 に参 加 させ られ たRatsherrのScherer
の弟HeinzとKopgenSchabmanはベ ッ ドか ら引 き出されて,マ ル ク トに
つ れていかれ斬首 されて いる。 これ ら四人 は,伯 が証 人訊問 した際 に,挙 げ
られ た名前 の人物 たちである。他 の二人 の名 は残 って いな い。 彼 らの死体 は
夕方 まで曝 されてか ら埋 め られた。 彼 らは処刑 され るとき叫んだ といわれて
いる。 どう叫んだか は残 って いな いが,証 人 た ち は,彼 らがKaiserliches
Rechtに 上告 したい と'いったのではないか とい うことであ る。要 す るに,伯
は全 く裁判抜 きで処刑 したので ある。
伯 は処刑 に続 いて重税 と罰金 を課 した。「罪あ る者に も罪 な き者 に も無慈
悲に税金 を課 し続 けた」 とWolfScherer(Ratsherr後にSchultheiBに な
る)は いって いる。逃亡 した者 たち もやが て一人 また一人 と戻 って来 て伯 に
恩赦 を願 い出て許 されたが,彼 らには罰金 が課 せ られた。 例 え ばRatsherr
で富農,農 民軍 に参加 させ られKnechtを 身代 わ りに したHansKickは,
1000Gの 財産 をも って いたが,24Gの 罰 金を取 られ,「 多 す ぎる」 と後 に証
人訊 問でぼや いて いた。
Augenreichの 財産を伯 はすべて封 印 させ,そ の 目録 を作 らせ た上 で,没
収 して しまった。 そ して その一部 を贈 り物 に した り売 却 した。 その没収全財
産 は3500Gで あ る。 ただ,Augenreichの 息子 はmrkheimの 町 に残 った。
彼 には伯 が,遺 留分 と して100Gと 僅か な土地 を与 えた。
3.権 利のための闘争
(1)没 収 の根拠 をめ ぐる争 い
伯 のAugenreich財 産没収 は,現 行法 乃至 はReichstagsabschiedeに 合
致 しているのかど うかをめ ぐって争 われた。伯 の側 が挙 げた根拠 は,第 一に,
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Augenreichは 勝手に町か ら出て いって,そ の財産 を捨て て しま った。 従 っ
てReichの 法 と秩序 に従 い領主が それ を取得 す るのは当然 であ る。 第二 に,
Augenreichは 伯 に対す る臣民 と しての誓 いを破 った。Hauptmannと して
また煽動 者 と して彼 はLeib,HabeundGutに対 する権利 を喪失 したの であ
る と。 ただ,こ れでは,町 の人 が皆農民軍 に忠誠 を誓 ったので,伯 への忠誠
を破 った ことにな る。 だか ら,ど の程度破 ったか どうかが問題 とされな けれ
ばな らなか った。
と ころで,今 日では,裁 判官 は法 に照 らして,こ の二 つの根拠 を検討 す る
わ けだが,当 時 は,町 の人 々の ところに行 って,お 前 たちはそれを どう思 う
のか一人一人 の証人 に聞 いている。Reichの 法 と秩序 といって も,そ れ はほ
とん どが慣習法なので こういう事態が起 こるので ある。証人 はただ事実 だけ
答 えれば よいので はな く,ま るで陪審員の ごとく彼 らの慣習法理解 とこのケー
スへのその具体 的適用 まで語 らなければな らな いということになる。当然 こ
れ らの証人 たちは,両 当事者 の側 か ら出 されて いるので,事 実だ けでな く意
見 も喰 い違 って くるのは当 た り前 で,そ の意 味で は,彼 らの利害 のか らみつ
いた法意識 を知 る上 で も,'ま た当時 の裁判 のあ り方 を知 る上 で も興 味深 いc
(2)農 民戦争後 のAugenreich
Wormsで はある市民の家 に避難先 を見つ ける ことが で きた。 生 活 は さ し
て困難で はなか ったよ うに思われ る。 というのは,Augenreichは 姿 を くら
ます時,当 然金を持 って出ただ ろう し,ま た妻が近所 の親 しい女 に頼んで家
にあ る現金を もって来て もらってい る。 また家具,ベ ッ ドなどを三台の車で
すでに持 ち出 してい る。 多分Pfeddersheimの 決戦以前 にその用意 を して い
たのであろ う。妻 も子供 もや って来 た。Worms市 がAugenreichに 対 し追
求 したとい う事実 もない。 ここで新 しく商売 を始 めよ うとすれば,で きない
はず はなか った。 だが彼 は奪 われ た財産奪回 に全力 を注 ぐのであ る。
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(1>ま ずAugenreichは ライニ ンゲ ン伯 に嘆 願書 を書 いて,申 し開 き を
し財産返却 を求 めた。最初妻Agnesがmrkheimの司祭Krepsの 家 に行 き
ど う した らよいか と相談 し,嘆 願書 を出す よ うにといわれたので ある。 それ
は しば しば提 出された らしいが残 っていない。伯 の意見 は,Augenreichの
ようなkleinerMannが 俺 なんか に嘆願書 など出せ る資格 があるのか とい う
ことで あ った。多分全部握 り潰 して しま ったのだろ う。
(2)そ れで彼 はobereInstanzと してHeidelbregの 選需供LudwigV.に
嘆願書 を提 出 し,弁 明の機会 を与 えて くれ るよ う嘆願 した。.Ludwigv.は
VikarimReich,od,eynStatthalterdesHeyligenRomischenReichsだっ
たか らであ る。 妻が それを もって行 った。9月13日 の ことであ る。 この嘆
願書 の中で彼 は 自分 はた った二 時 間 しかHauptmannで はな か った と嘘 を
つ い て い る。 選 帝 侯 のAgnesに 対 す る答 え は,「 も し私 が 伯 の 隷 農
hindersaBで あ ったな ら,彼 は私 に対 してgnadigerHerrで あ・る ことを望`
むだ ろう。」要 す るに,伯 とこの問題 を話 し合 え とい うので あ る。 その後,
Augenreichは また選帝侯 に手紙 を書 き,帝 国Vikarと して伯の ところに行
く自由通行証 を出す よ うに して くれ と頼 ん だ。 侯 のKanzlerの 返 事 は同 じ
で あ った。「AugenreichはPfalzのUntertanでないか ら駄 目だ」 とい うの
であ る。
その後AugenreichはBergstraBeの出身地Bensheimに 一時期移 住 して
いる。・そ こに はなお小 さな地所 があ った らしい。 この地方 はHessen領 で宗
教改革が行 われたので(1527年),彼 もプ ロテス タン トにな った。
(3)伯 と選帝侯 に申 し開 きをす る道 を閉 ざ されたAugenreichは,今 度
は皇帝 と帝 国に訴 えん とす るのであ る。 まず彼が嘆願書 を出 しのは,こ の時
Esslingenに 移 っていた帝国統治 院であ る。 この嘆願 書 に は,「 最 近 の(即
1526年 の)Speyer帝 国議会で,農 民戦争参加者 にはObrigkeitに よ り恩赦
が与 え られ ると決議 されたので,苦 情 を申 し上 げて も不 当ではあるまい」 と
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いう言 葉があ る。 このSpeyer帝 国議会で は宗教改革 と農民戦争 の問題 が扱
われた。 後者の問題 はあまり真面 目に論 じられなか ったが,農 民軍参加者 に
対 して どうい う態度を とるべ きか につ いて,一 つの原則が作 られ た。す なわ
ち ① 「と くに適切 な理 由が な い限 り,反 舌LのAnfanger,Aufwiegler,
hauptsecherと くにF6rdererは いかなる恩赦 も受け とることはで きない し,
誰 も宿を貸 し与え たり住 まわせ た りして はな らない。 む しろ犯 した罪 によ り,
厳 しく扱われ罰せ られ ることが至当で ある。②Obrigkeitは,罰 を受 けた者
を以前 のStandや 財産 にふたた び置 く権 利 を もつ。 但 し,Hauptmannで
あった者 は,ど こにお いて も許 され てはな らない。」両 当事者 は,こ の二 つ
の文章 を自分 に都合 よ く解釈 した。但 し,1525年 後Obrigkeitの 大部 分 は,
第二 の文章 に従 って,領 民 に対 し穏 やか に振 る舞 った。Augenreichは そ れ
で 自分 には財産 を返還 して もらう権利が ある と確信 したのであ る。 この嘆願
書 に対 してどのよ うな返事 が書 かれたか は,Aktenの 中に残 って いな いが,
後年 の証 人訊 問 の中 で却 下 さ れ た と語 られ て い る。 そ れ で今 度 は,妻
Agnesが 嘆願 書を帝国統治院 に出 した。 結婚の持参 金 で,ブ ドウ畠 を買 っ
たので,そ れ を返 して くれ,と い うのである。 この手紙は,伯 のところに廻 っ
た。 それに対 す る伯 の返事 は,①Agnesは 農 民戦 争 中Augenreichを 援 け
たので,死 刑 に処 すべ きところ,女 なので見逃 してや った。Augenreichは
なお罰 を覚悟 しておけ。②AgnesはAugenreichの正 妻 で はな く,側 女 で
ある。 この ことは,Augenreichの 先妻(死 亡,正 式 の妻)の 子 か ら聞 いた
ことであ る。 遺留分 と して この子 に伯が100Gと 小 さな地所 を与 えた の は,
彼を味方 にっ けるためで あった ことがわか る。 ③Agnesは 側女 なの で,こ
んな女 のい うことなど信用 しないよ う,伯 は帝 国統治 院に忠告まで している。
この返事 の手紙を そこで見 せ られ たAugenreichは 一 つ一 つ怒 りを こめて
反駁 した文章 を書 くが,こ とにAgnesの ことで怒 っている。 だ が,い ずれ
にせ よ,な んの成果 も帝 国統治 院か ら得 られなか った。 しか し彼 は屈 しない。
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なおAugenreichは この後,ま た直接 伯 とその兄弟 のGrafEngelhard
vonLeiningenに 手紙 を書 き,自:分 は強制 されて農 民軍 に加 わ ったが,伯
やDUrkheimの 財 産になんの損害 もかけていな い。 聴 聞 の機会 と 自由通 行
証 を与え られ たいと頼 んだが,な しのつぶてで あった。
1528年AugenreichはAgnesとStraBburgに行 き,正 式 の結婚 式 を あ
げた。Agnesは 一度正 式にあ る男 と結婚 した ことが あ るが,.その男 は結 婚
後 間 もな くAgnes・ を捨 てて,ど こともな く去 って しま った。 や がて,彼 が
死 んだ という噂 が流 れ て きた。 それ で彼女 は愛 し合 って いたAugenreich
と同棲 が続 いたわ けで ある。 ところが,今 度 はこの男が死んだ とい う確実な
知 らせが きたので,早 速,結 婚 式を挙 げ ることにな ったのであ る。彼 はなぜ
StraBbUrgで 結婚式 を挙 げたのか,こ の地 に永 住す るつ も りだ ったのか。
た しかに農民戦争 の残党 はこの地 に大 挙避難所 を もとめてや って きて いた。
先 に挙 げたReisseissenや 後援者Kautzも そ うで あ る。 これ らの昔 か らの
つ き合 い は彼 が住 む の に好 都 合 だ った の か も しれ な い し,さ らに また
Augenreichは ヘ ッセ ンよりもこの地 の宗教改革 に好感 を もったた めか も し
れ ない。 とくに結婚 式を挙げ るために,ζ こに来た理 由 はそれを推定 させる。
もっとも,.結 婚式後数年の内に,彼 に忠実 に仕え て いた愛 す る妻Agnesは
死 んで しま った。 彼に とって,そ れは勿論大 いな る悲 しみであ った。.
その後,あ る期 間,AugenreichはStrasburg.の南40kmのScherweiler
とい う処 で,GeorgKaiser夫 妻の家 に厄介 にな って い る。 ここはZabern
の敗北 の翌 日ロー トリンデ ン公 が農民軍 を潰滅 させた地 で もあ った。Georg
とA血genreichは,Molsheimの全農民軍会議 の時知0合 った仲であ った と
著者 は解釈 して いる。温か く歓待 され,彼 は財産が戻 って きた ら100Gを こ
の家族 に遺 贈す ると遺書 に害 い.てい る。Georgは や がてStraBburgに 移 住
した。Augenreichも1533年 にここに移 って くる。
59歳 にな ったAugenreichは1533年5月StraBburgのSt.Peter教会 で
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三 度 目の結 婚をす る。 相手 は,Margrethaで あ る。 彼 女 は この市 の市民 で
あったが金 はなか ったらしい。1540年 の資 料 ではanzieherin=Leichenfrau
(死 人を洗 って経帷子 を着せ る女)・とな っている。二人 はあ る桶 職人 の家 に
住 んでい る。夫婦仲 は悪 く,7年 後離婚 した。 「理 由 は彼 女 が誠 実 な妻 にふ
さわ しくないよ うな言葉 や行為 で しば しば私 に禍 を及 ぼ したか らであ る」 と
の ことである。遺書 でAugenreichは こうのべて いる。 「Margrethaは 私 の
財産か ら一 ペルも一 ペーニ ヒも絶対 に受 け取 ってはな らない。」Augenreich
はなんで食 べていたのだろ うか。DUrkheimか ら持 ち・出 して きた金 は,尽
き果て ていた ことで あろ う。AugenreichはAgnesとの三 人 の子供 をな お
抱 えて いた し,な にか定職 に就 いていたとい うこと も証言で は出て こない。
桶 屋の仕事 で も手伝 って ビタ銭 をかせ いで いた らしいと著者 は推定 している。
しか も健康 も衰えて きたCMargrethaが かせ ぎの悪 い三人 の子 連 れ の老 人
に ひ ど く当 た った の もう なず け る。1550年 ごろ の彼 の 言 葉 は,こ の
StraBburg時 代の ことを語 っている。「私 はひど く悩み苦 しみ,み じめに も
しば しば飢 えに苦 しんだ。」Margrethaは,夫 に対す る荒々 しい態度 を後 に
次 のよ うに自己弁護 してい る。 「われ われ は,夫 がや って い る訴訟 の ため落
ちぶれ て しまい,貧 乏 と病気 のため別 れ ることにな った。」 ま た次 の よ うに
もい っている。「私 たち は私 がや る洗 う手仕事で 日々の生 活 を支 えて いか な
ければ な らなか った。」Augenreichは この頃 自分 をStraBburgの 市民 と称
してい るが,BnrgerbUcherに は彼の名前 は出て こな い。・果た して市民 権 を
購 入 したのであ ろうか。落 ちぶ れて この町 を歩 いている と,彼 はよ く農民戦
争 で戦 った仲間 に出会 ったことで あ ろ う。 小 市参 事 会 の代訴 人 にな って い
Reisseissenに 出会 った時の感情 はどん な もので あろ うか。 この男 の ため に
彼 は農民軍 に参加 させ られ,こ ん な目にあ って いるので あるか ら。 もっと も
自分が オル グ してPfeddersheimに 行 か して処刑 されて しま った友人 のこ と
を思 うと,・Reisseissenに 対 して,そ うコ ン畜生 うま くや りやが っ・て,と は
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いえなか っただ ろうが。 なおReisseissenの 子 孫 は その後StraBburgの 名
望 家 に な って い る。Augenreichが 最 も信 頼 して い た の は,Bernhard
Wackerで あ る。 彼 はLandauで 宗教改革 をや り,農 民戦争 では重要 な役割
を果 た したが,そ の ためStraBburgに 逃 げこんで来 て,正 式 に市 民 にな っ
た男 であ る。 〔著者 は このWackerに ついて,こ れ以上 の ことを い って いな
いが,T加feraktenEISaBHを調 べてみた らWackerは た くさんで て く る。
但 し,Kautzの よ うにTauferに な ったの で はな い。1527年7月12日,
Alt-St.一PeterのHelferにberufenされて い る。1535年 に はStraBburg近
郊 の村のPfarrerに な る。彼の文章 を読んで みると,Obrigkeitの 説 明で農
民軍 の蜂起 を全 面的 に否定 してい るし,幼 児洗礼主義者 を一生 懸命擁護 して
い る。 これ が農 民戦争 で戦 った男 か と思 う ほ どで あ る。〕'食 い つ め た
Augenreichは この市で伯爵WilhelmvonFarstenbergに下働 き として仕
え ることにな った。
(4)1538年Augenreichはもう一度Grafに 手紙 を書 いた。 これに対 して,
伯 はStraBburgの 旅籠 屋zumHeiligenGeistで市参 事会 員 た ちを交 えて
話 を聞 いて もよいと返事 して きた。 ただ いっか は書 いてなか った。再度手紙
を書 いたが返事 はなか った。 それで今度 は,Hessen方 伯 を動 か し仲 介 の労
をと って もらお うと,Bensheim一 帯 のOberamtmannた ちに手紙 を 出 し
た。 その結果 は不 明。
(5)同 年 の秋,彼 は遂 にRottweilの 帝国統治 院 に伯 と数 名 のDUrkheim
の者 を告訴 した。 この帝 国統治院 は皇帝 のみの支配下 にあ り,主 として民事
事件 を取 り扱 った。 そ の裁判 管 区 はPfalzとElsaBで あ った。Hofrichter
の職 は16世 紀 中 はGrafvonSulzの 手 の中 にあ った。7人 の 陪審判 事 は
Rottwei1の 市参事会員 であり,裁 判所書記 はRatの 書 記 で もあ った。 帝室
裁判所 が作 られてか らは,こ の帝 国統治 院はそれに従属 した。 だか ら,前 者
に上 告す る ことがで きた。帝国統治院の裁判官Sulz伯 は,首 席裁 判官 だ っ
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たが,自 分で は裁判せず,陪 席判事 の提案 で判決 を下 した。 この裁判所 には
告訴 人 と代訴 人 しか いなか った。告訴人 は原則 と して自 ら出頭 してその趣 旨
をのべ る。被 告 は弁護 士を たて ることが できた。 ところで,こ の帝国統治院
は,16世 紀初頭 にはす でに瓦解 しは じめて いた。 こ こでの訴訟 は領 主対 農
民 の紛争 ケ▽ スが多か ったが,裁 判の遅滞が ひどす ぎた し,農 民 たちは不利
な判 決にひ ど く不 満だ ったか ら,こ んな裁判所 は廃止せ よとい う声が高 ま っ
ていたのであ る。結局1572年 皇帝 は新 しい規則 を作 る ことにな る。
財 産返 還を求め る訴 訟 に当 た って は,ま ずBeleitungが 問題 で あ った。
それ は財 産 所 有 の 確 認 で あ る。 裁 判 所 はAugenreichが つ く った この
Beleitungを 伯 に送 った。伯 か らはそれ に反対す る手紙が来 た し,Rottweil
の代訴人 を弁護人 に立 てた。9月17日 か ら始 ま った この財 産権 の確 認 の裁
判 は どう したわけか急速 に進 みll月5日 には判決 が出た。 それ は勿論,伯
の勝利 であ った。 その内容 は,「 伯 は このbeleutungが 廃棄 させた ことを通
告 してきた。伯 には自己の支配領域 内の全財 産に対 す るobereVerfUgungs-
gewaltを もっているので,そ うすることがで きる。Augenreichに か っ て譲
渡 された畠や ブ ドウ園 の権利 を彼 は公 に失効 させ ることが で きる。」
この敗 訴 の後,・ しば ら く して彼 は中 風 に.な っ た ら しい。,Grafvon
Farstenbergの 城 で二年間療養 してい る。 この城 の下女 の母 娘 が手 あつ く
看病 して くれ たので,彼 は遺書 で100マ ル ク送 ると書 いてい る。
(6)Hofgerichtの 敗訴後数 ケ月 してAugenreichは もう一 度 勇気 を振 い
起 こして今度 は帝室裁判所(1495年WormsのReichstagが設立,1527年
Speyerに 移 る)に 上告 した。第一 審 に はLandfriedeに 関わ る こ と,お よ
び帝国直属 に対す る裁判が帰属 し,第 二審 は上告審 であ った。 ここの判決 に
対 して は,Reichstagに 更 に上告 する ことがで きた。
帝室裁判所 は,一 定度 の 自立性 を もち,よ く整備 されて いた。 裁 判長
(Graf),判 決発見人(法 律家 たち),Protonotare,Notare,Kopisten,Leser,
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Verwalter,Schreiber,訴 訟代理人 と してAdvokatenとProkuratorenが
いた。前者 は全権委任 されていないが後者 は全権 委任 され て いた。16世 紀
中葉 以前 か らここで は弁護士強制制度 が行われて いた。裁判 は正確厳密で,
両 当事 者 に充分の弁護の余地を与え,貧 者 と富者 の区別 を少な くと も原理的
には行 ってお らず,誰 にで も訴訟を行 わせ るこ とを許 した。 農民 戦争 後,
Augenreichの ような裁判 も例外 で はな く,ElsaBだ けで も二千 のケ ースが.
Aktenの 目録にのっている。帝 室裁判 所の規則 によれば,代 訴人 と弁護 人 は
Armenrechtに よる訴訟 の弁護 人 を引 き受 ける義 務が あ った。Armenrecht
に基 づいて提訴 した者 は手数料免除で裁判所 による文書作成 を要求す る権利
があ った。
金 もないのにAugenreichが 帝室裁 判所 に訴 え るこ とが で きた の は,当
時 帝室裁判所 に貧困者 に も訴訟が行え るよう,無 償で弁護人 を附 ける制度が
あ ったか らで ある。1539年7月19日 は,彼 は市参事会 に赴 いて,貧 困者 証
明書を発行 して くれ と要請 し,市 か ら訴訟依頼状 を うけと り,そ の場 で帝室
裁判所 の代訴人 で弁護人 であ るDr.HieronimusHauserを訴訟 代理 人 に選
んだ。 も っと もHauserは 間 もな く死 んだので,帝 室裁 判所 の代 訴人兼弁 護
人のChristoffHoBが 代 って引 き受 けることになる。HoBは 見事 な人物 で
あ った らしい。以後終始一貫 して彼の弁護人 と して努力 し,遂 に勝訴 に導 く
ので あるが,そ の間,Augenreichか ら一文 ももらうど ころか,逆 に貧 困 の
どん底 にあ るAugenreichを 助 け,物 質 的 に援助 し食 わ せて や って いる。
それ で,Augenreichは 感激 し,勝 訴 した ら自分 の財産 をす べて遺 贈 す る こ
とを遺書 に認 める ことになる。
さて,1539年7月 か ら裁判が始 まり,帝 室裁判所 は伯 に出頭命令 を 出す。
9月 伯 は帝室裁判所 のP.A,Lecherfelderを 弁護人 に任 命 す る。 伯 の側 の戦
術 は,で きる限 り裁判進行 を引 き延 ばす ことにあ った。 それであ らゆ る口実
をつ くった。 第一 に,Reichsordnungに よれ ば,帝 国直 属 の者 に対 して
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Augenreichの ような者が帝室裁判 所に訴え る資格 はないとい うの であ る。
翌年9月 には,伯 は帝国統治院か らBefreiungs-Vidimusを 取 り寄 せ帝 室裁
判所に提出 した。 それ は,1470年 のFriedrichIDのPrivilegに 依 拠 して,
Grafに 対す る訴え は皇 帝の下にのみ提訴す るこ とが で き るとい うことで あ
り,ま たGrafの 臣民がGrafのAmtmannを訴え る場合 は,Grafに 対 して
のみ提 訴す ることがで きるというので あ る。KarlVは1521年 この特 権 を
更新 したので,帝 国統治院 はそのVidimusを 発行 した とい うわけ であ る。
これ に対 してHoBは,帝 国統治院規 則に よればゴ七選帝侯 だ けが,訴 え を
却 下 す る権 利 が あ る,そ れ 以 外 は だめ だ と反 駁 し た。 両 者 と も,
Reichsordnungに 訴 えて論争 しているうちに,帝 室裁判所 はSpeyerか ら一
時Wimpfenに 移 って しまった。 これで裁判 はまたの びることになる。 また
書類 の作成 と複写及びその手渡 しに時間がひ ど くかか ったことで ある。伯 の
方 は居留守 を使 うことが しば しばであ った。
そ うこう して いるうちに,最 初Hauserが 提 出 したAktenが 裁判 所 で な
くな って しまう事 件 まで起 きた。Hodは それを探 して出 す よ うな ん ど も裁
半1」所 に要求 して いる。 このAktenが なければ,仕 事 に な らな い と い うの で
あ る。 それは一部 しか見つか らなか ったが,ど ういう ことか,Stuttgartの
Archivで この論文 の著者 はそれを発 見 してい・る。
さ らに1541年1月 になる と,GrafEmich朕 が突然死 んで しま った。 こ
れはLeiningen伯 家 にとって は,引 き延ば し作 戦上 は有 利 に作用 した。 彼
の弟 が彼の子 のVormundの 地位 につ い たが,兄 が や った こ とは知 らぬ存
ぜ ぬで遅延 させた。一方裁判官 たちが関心 を もった ことは,Augenreichが
DUrkheimに ほん と うに財産 を もって い たか ど うか とい う ことで あ る。 そ
れ で帝 室 裁 判 所 は1542年12月15日DUrkheimのGerichtに対 し,
GerichtsbUcherを 基にAugenreichの 財産 に関 して報告 す る よ う求 め た。
それ が実際 にDUrkheimのRatに 届 いたのは翌年5月12日 の ことで ある。
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Ratは それ をす ぐ届 けている。
一方,農 民戦争 中におけるAugenreichの いわゆ る無実 を立 証 す るため,
xor一一.は,StraBburgのReisseissenから特 に頼ん で,彼 が農民 戦争 中Pfalz
選 帝 侯 と交 わ した 手 紙 類 のOriginalとKopieを借 り 出 し て 来 た 。
Reisseissenは 「農民戦争以来 私 に対す る悪意 に対 して私 の名 誉 を守 るため
大切 に とってお いた ものであるか ら」 といって,大 事 に取 り扱 い,必 要 な と
きにはす ぐ返却す るよ う裁判所 に書 いている。
とも角,両 者の側 の主張 も出つ くした し,水 掛 け論 に な って いるの で,
第 三者 の判 断 が必 要 だ と裁判 所 は感 じ,証 人訊 問 を行 うこ とを決 め た。
そ れ は1543年2月 の ことで あ る。H6BはWachenheimとNeustadtの
BnrgermeisterとRateを 代行者 としてAugenreich側 の証人 を訊 問 さす よ
う提案,裁 判 所 に受諾 された。 これ に対 し伯側 は,反 対 した。理 由は,こ れ
らの市 は農 民戦争 に参加 したので,彼 らを代行者 にす るなど問題外 だ。 さ ら
に この連 中 は証人訊問 などや った経験 のないarmgutelaien以 外 の な に も
ので もな いと。確か にい う通 りなので,帝 室裁判所 はWachenheimに つ い
て は除外 す ることに した。9月 にな って帝室裁判所 はNeustadtのRatに 対
し,証 人訊 問をす ることを命 じた。 ところがNeustadtは,今 まで証 人訊 問
な どや った ことが ないのでお断 りす るといってきた。ll月,帝 室裁 判所 は,
断 るとはReichを 軽蔑 し侮辱す るものであ る,な お い うことを聞 か な けれ
ば,10Mの 罰金 を課 す ると脅 した。Neustadtが 断 った他 の理 由は,証 人訊
問 の諸費用 を負担 させ られ ることで あった。 それで今度 は,証 人 は自己の負
担 で,Rathausに 出かけてい って証言 す るこ とにな った。 これで な ん とか
NeustadtのRatは 引 き受 ける ことにな った。一方,被 告 の伯 側 の証 人訊 問
は,DUrkheimで 行 われ るこ とに な った。 代行 者 は帝 室裁判 所 の得業 士
JohannH6ckelで,伯側が指定 したが,Augenreich側 もそれ を認 めた。
1544年1月7日 朝8時 か らNeustadtのRathausでAugenreich側の証
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人訊問が始 ま った。全部 で39人 であ る。Augenreichは ど うした ことか,
出席 を要請 され たが,出 てこなか った。証人 たちは入 口で人定尋 問を され,
誓 いの言葉 をのべ,偽 証罪 につ いて知 らされ,最 後 に沈黙 を守 るよ う命 じら
れた。訊問 は帝 室裁判 所が作 った質問票 に基づ いて行われ たが,そ れは微 に
入 り細 にわた ってい る膨 大な数の ものであ った。代行者が訊問 し,そ の証言
を書記 が書 き取 り,そ の書 き取 った言葉 を再検 討 し,再 び読み上げ,署 名 し,
封 印 し,帝 室裁判所 に渡 され た。39名 の証人訊 問 は,と て も一 日で は済 ま
なか った。結局,な ん どか行われ,最 後 に済ん だの は,4月27日 で あ る。
その証言 は高度 に信悪性 があ るといえ るが,証 人 た ち はや は り,Grafの 報
復を恐れた。Pfeddersheimで 生 きの び たVeltinWagnerは「DUrkheim
の農民 蜂起 は,民 衆 の声 であ ったのか,そ れは敵方 によ って も否定 され るこ
とはで きなか ったのか」 と聞 かれて,「DUrkheimで は この事 件 につ いて な
にもい うことは許 されない。 だか ら人 々の やか ま しい非難(Geschrei)に
ついてい うことはで きません。」 と答 えている。
Dnrkheimに おける伯側証人 の訊問 は,1543年12月17日か ら始 ま り,
翌年5月13日 に終 わ った。証人 は41人 で,そ の大部 分 は,Augenreich側
の証人 と重 な ってい る。Augenreichは 呼ばれたが ここに も来て いない。 伯
Engelhartは 書記に もたせて,次 の よ うな ことを伝え た。証人 たちは伯 に臣
民 たることを誓約 してい るが,証 言 の時 は この誓約 か ら解放 され,そ の証言
によって いか なる損害 もうけることはない。 また農民戦争 に参加 して処罰 を
受 けた者 も,自 由 に発言 して よろ しい,そ れによ って罰 を受けることはない。
証 人訊問が終わ ったので,裁 判所 はそれ を読んで,判 決 を下す か と思 い き
や,ま たそ ろ引延 して しまった。 とい うの は,新 旧諸侯 の対立が激化 し,裁
判官 は裁判 どころの騒 ぎで はな くな って しまったか らで ある。 シュマルカル
デ ン戦争 が終わ る48年 まで4年 間,帝 室裁判所 は機能 を停止 し,、なん の裁
判 もや っていない。
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そ れ で,・ 老 い たAugenreichの 一 身 上 の話 しに戻 りた い。Grafvon
Farstenbergの 城 で病 を癒 した後,1543年 初 めに彼 はSpeyerに 引 っ越 し,
ある居酒屋 に泊 めて もらうこ とになった。裁判 に便利 なためであ ろう。 裁判
所 に提 出 した彼 の文章 の中に,炊 のよ うな悲 しい自己描写 があ る。
「私 この老 いたよぼよぼの男 は,こ れ まで信仰深 い人 々の助 け でな ん と
か生 きて くることがで きましたが,あ ち こち と奉 公 して きた こ.れまでの 日々
はま ことに厳 しく無 惨 な ものであ・りま した。 だが,名 誉 あiる者erlichと し
て,,-信仰深 く誠実 な人 にふさわ しく過 ごして きたのであ ります。だが益々体
力が衰え,す っか り弱1くな った と感 じますので,.と て もこれ以上奉公す るに
耐 えず,'も うす っか り廃物にな った気 が します。.それで ここ数年来,・私の主
張が認 め られ ること以外 なに も欲 しくな くな りま した。」 彼 を助 けて きた の
は弁護人 のHoBで あ る。彼 は次 のよ うに害 い:て`いる。rAugenreichを 私 は
自分 自身の金で養 い,扶 助 し食べ させ,飲 ませて きま した。要す るにあ らゆ
る人間的 な援助 と必要 品を与 えて.き.たのです。」 またAugenreichが 泊 ま っ
ていた居酒屋の夫妻 と娘 につ いて彼 は次の よ うな感謝の言葉 をのべ ている。
「彼 らは困窮 してい る私 を親切 に も住 まわせ金 を与 えて くれ た。1こ の よ うな
ことは私の友人,親 戚 の誰 も して くれ なか ったことである。`神の摂理 で私 が
長患 いす るよ うな.ことがあって も,私 が彼 らの兄弟 や子供であるかのごとく,
看病 して くれる と約束 も しで くれた。 そ して,全 能 の主 が私 を召 され る日ま
で決 して外に追 い出す ことを しないとい って くれた。」遺言 で は,そ れ に感
謝 して100Gを 遺贈す るとAugenreichは のべて いる。,
他方,AugenreichとHoBは,この窮状 を打 開す るため,ま た審議 促 進
や 伯 の 引 き延 ば し作 戦 を阻 止 す る た め,伯 に対 してAugenreichに
Alimente(扶 助料)を 支払え と,1549年 の初 あに帝室裁判 所 に訴 え出 て お
りガ実 際,そ のための会議を帝 室裁判所 は開 いて いるが,増 は明かなか った。
帝室 裁判 所 が間 もな く機 能 を停止 したた めで あ る。 一 方Augenreichは
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Speyerの 公証人 のと ころで,そ この七人 の市民 立合の下'で遺 言を作製 した。
AugenreichはHoBを 包括相続人 とし,か つそ の執 行者 に指 定 して い る。
この居 酒屋の夫妻 とGrafvonFnrstenbergの城で看病 して くれ た下女 の母
娘 に は100Gづ っ,Speyerで 最 初 に住 まわ せて くれ親 切 に して も らった
Bender某(DUrkheim出身者)に は10G,息 子Nikolausに は,全 くなん
の援助 も して くれず,見 捨てた とい う理 由で,法 定遺留分 と して100Gだ け
とした。 層1548年 の終 わ りになって,帝 室裁判所 は再開 され,両 者 の間 に,
なん ら新 しくもな.い主張 のや りとりが続 いた後,1550年2月14日 判決が下 っ
た。遂 にAugenreichは 勝 った。判決理.由書 はな く,主 文 だけであ る。'
「汝被告 は,原 告 に対 し,現 に存 在 して いる,あ る.いはす で に譲 渡 して い
るもの につ いて は適切な価格 で,彼 の全動産及 び全不動産 を回復 し手渡 す責
任 を負 う。 さらに裁 判費用を支払 うべ きで ある。」但 し,農 民 戦争 の たあ原
告 に対 して もってい ると思 って いる諸要求 をこの賠償 に際 して差 し引 く権利
は,被 告 に留保 され る(意 味 はよ くわか らない し,著 者 も説明 していないが,
他 の農 民戦 争参 加者 か ら取 り上 げ た と同 額 ぐ らいの 罰 金 か,そ れ と.も
Augenreichが 伯 の土地 を賃借 していたので,そ の賃貸 料 か も しれ な い。)
この引 き渡 しは6週 間 と3日 の間に行 われ るべ きとな らて いるが,伯 の側 は
また もや引 き延 ば しにが か った。 まず,.こ の判 決書 を使者 が もって いった と
ころ,伯 はいないので受 け取 ら尽い という。 で は城 代に手渡 す というと破 り
棄 てるとい う。す った もんだの末 とも角,ド アに釘 で うちつ けて帰 ることに
な ったが,伯 の弁護人 はAugenreichの 財 産 で伯 の手 に残 ってい るの は牧
場一 ケ所だ けで,す べて譲渡 されてい る。 これをど うや って農民 か ら取 り上
げてAugenreichに 渡 すのか,不 可能 だ とい う。 また伯 は,財 産 を時 価 で
評 価 してその金を渡すつ もりだが,そ の清算 について帝室裁判所 は鑑定 に出
さな ければな らな い云々。
Augenreichは1550年11月24日,伯が速 やか に引 き渡 す よ う帝室裁 判
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所 にその執行 の促進を訴えた。 もっとも,10月9日,伯 の代 官 はす で に次
の よ うな布告 を発 して いた。「Augenreichの 財 産 を所有 して いるす べて の
臣民 は,こ れをAugenreichに 返還 せ よ。 かっ てそれ を伯 か ら取 得 す るた
め に支払 った金 についてはそれをHardenburgの 官房 に申告 せ よ。 その金
額 は間 もな く彼 らに支払われ るであ ろう。」 この布 告 をAugenreichは 知 っ
ていたか どうかわか らないが,ll月24日 の手紙以後,彼 が書 いた もの はな
いし,12月17日 帝室裁判所 は故Augenreichの 財産を その相 続人 た るHod
に速 やかに引 き渡す よう命 じて い る。 従 って この間 にAugenreichは と う
とう亡 くな ったのであ る。享年76歳 であ った。一 ヘル の金 もそ の手 の中 に
はなか った。
著 者 は次の よ うにい っている。「Augenreichは この時代 の最 も悲 劇 的 な
人物 の一 人で あるが,ま た最 も不屈 の人間で もあ った。彼 は誇 り高 くも自己
に加 え られた不正 に対 し抵抗 し続 け,遂 に,帝 国 の伯爵 を裁判官の前 に脆か
せたので ある。 それゆえ,彼 の生涯の歴史 は,彼 が属す る民衆 にと って,一
個 の象徴 の ように私 には思え る。」
(3)そ の後の遺産争 い
Augenreichが 死ん だため,伯 の側 は また ホ ッと した。 包 括相続 人HoB
に引 き渡すべ きところ,Ahgenreichの 息子Nikolausが 相 続人 と して名 乗
り出て,HoBと 争 いだ したか らである。勿論,Nikolausを 支援 した のは伯
の方 で,伯 は,ど ち らに引 き渡 して よいかわか らないといって,引 き渡 しを
また延 ば して しまった。
Nikolausは 農民戦争 の時は,25歳 位 ですで に結 婚 し,Augenreichか ら
独立 し,DUrkheimの 町に農民 と して住 んで い た ら しい。 これ は全 く推 定
であ るが,こ の時以前 か ら父 と子の仲 は良 くなか ったので あろ う。 とい うの
は,Nikolausの 母が死 んで しば らくして,AugenreichはAgnesと同棲 し
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た。 この後妻 にNikolausは なつかず,そ れを め ぐって父子 の仲 は悪 くな っ
たので はなか ろ うか。HoBは,裁 判 で 「淫売屋 に寝 泊 ま り して い る酔 っ払
い」 と呼んで いるが,お そ らく家 にいた くないので グレて しま ったのか もし
れ な い。 ま た結 婚 の と き,Augenreichは 彼 に財 産 を分 け て い な い。
Augenreichの 土地 を耕 していたのであろ う。 農民戦 争 の際,Augenreich
が町か ら逃亡す る時 も,Nikolausの ことはなに も語 られ て いな い。 永 久 に
立 ち去 る の に,父 と子 は 会 って い な か った の で あ ろ う。 伯Emichが
Augenreichの 財産を没収 した際,Nikolausに は遺留分 と して,そ の中 か
ら100Gと 僅 かな土地Gntleinを 与 えてい る。 その後,そ れ しか財産 を も っ
て いなか ったのであ ろう。 実際,・訴状で は,「 彼 は貧 しい農民 で炭焼 きで あ
り,教 育 も与 えてやれな い小 さな子供 たちを抱 えて炭 を焼 いてか ろ うじて食
べてい る。 だか ら彼の資力で は父 を援 助す ることなど不可能 で あ った。」 し
か しただ不可能 だ ったばか りで はあるまい。父が農民戦争 に巻 き込 まれ なけ
れば,や がては当然 入 って くる遺 産 もな くなったことに対 して,息 子 は父 を
恨 み,な んの慰 めの手紙 も書 く気 にな らなか ったので あろ う。父 はこれを親
に対 す る忘恩 として怒 って いたのであ る。 訴状で は,今 まで なん の援助 も し
なか ったので,財 産相続人 か ら除 くというが,そ れ は不当で ある。援助 しよ
うに も金 がな くてで きなか っただ けであ る。 それ以外 になにか悪 いことで も
したなど と,遺 言 には書 いてないではな いか,だ か ら相続人か ら自分を排除
す るなんの理 由 もない とい ってい る。
Nikolausが 裁判 でHoBと 争 って いる時,Margrethaも 相 続 か ら排 除 し
たのはげ しか らん と,訴 えて きた。 「彼 らは互 い に三 人 の子 を もちsiedrei
kindermiteinanderhatten,とくに500Gに の ぼ る彼女 の全財産 を伯 に対
す る夫 の訴訟 に提供 した」 といい,そ の金 を請 求 して きた。 この三人 の子 の
ことは,他 に全 く出て こない。Agnesと の 間 に も子 が いた。DUrkheimを
去 る時,Agnesは その子供 たちを連 れて出て いる。 この子供 たちの こと も,
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以 後全然でて こない。 みん な子供の ままで死 んで しま ったのだろ うか。 とも
あれ,Margrethaが500G提供 したとい うの は怪 しい。 そ もそ もそんな金 を
も って い なか った と思 わ れ るか らで あ る。 この訴 え は ど うな ったか,
Augenreich関 係資料 にはない。
とか くす る うち,GrafEngelhartも 死 に,.そ の弟 が今 度 は長男Emich
の子供のVormundに な った。
HoBとNikolausの 間の訴訟 はど うな ったか。 その判 決 はいっだったのか,
誰 が勝 ったのか,Augenreichの 一件書類 の中 には,そ れが な くて不 明で あ
るが,著 者 は多分,HoBが 勝 ったのだ ろうと推定 して い る。 その根 拠 は,
もしNikolausが 勝 った と したな ら,Augenreichの 土地 は彼 の もの にな り,
記録 されて いるはずだが,DUrkheimでAUgenreich家が土地所有者 とな っ
て いる記録 は1629年 までの台 帳を調 べて も出て こな い。.他方,HoBの 名 も
出て こないが,多 分,彼 はAugenreichの 財 産 が手 に入 った時 それ を同時
に売 り渡 したのだろ うとい う。Nikolausの 財産 はDUrkheimに はな く,隣
村 のUngsteinに あ り,1566年 には,2Morgen,2Zweitel,3Viertelの畠
があ り,そ の うち自由保有地 は僅か1/4で ある。 と ころがUngstein村 には
JacobAugenreichと い うのが1566年 に死 に,そ の娘Margareteは12と
2/3Morgen,5Zweitel,2ViertelのFeldをもち,そ の うち自由保 有地 は4
と1/3Morgenと3Zweitelであ る。 このJacobは,Nikolausの兄弟,
Augenreichの 他 の息子 で はないか と著 者 は い う。 裁半1」関係 資料 には全 く
Jacobの ことは語 られていないが。
(こ れ は1982年 冬 の宗教改革史研究会 での報告 である。)
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